
理
2
億
5
0
0
0万
円
、
用
地
－
上
で
、
目
年
度
ま
で
に
基
盤
整

取
得
な
ど
を
合
わ
せ
総
額
で
1
一備
計
画
を
策
定
、

n
l幻
年
度

0
8億
6
0
0
0万
円
を
完
込
一に
基
本
・
実
施
設
計
を
行
い
川
叫

ん
だ
。

一年
度
に
工
事
着
手
、
幻
年
度
の

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
民
一
供
用
開
始
を
見
込
む
。
現
庁
舎
J

と
し
た
。

P
F
ー
を
は
じ
め
と
一
間
活
力
の
導
入
の
成
否
や
P
F
一
と
敷
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
一

す
る
事
業
手
法
の
導
入
を
検
討
一
ー
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
手
法
一再
利
用
な
ど
も
含
め
今
後
検
討
一

す
る
と
と
も
に
、
土
地
活
用
を
一の
選
択
に
よ
り
変
わ
る
と
し
た
一す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

一

合
め
た
面
的
整
備
の
検
討
の
必
一

l

I
l
l
i－－
－

－

l
i
l
i－－

1
1
1
1
11
Il
l
－

要
性
も
加
え
た
。

一

一
予
定
価
格
は
4
3
4
5万
7
0
一

概
算
事
業
費
は
、
庁
舎
施
設
一

K
構
造
研
究
所
J
v
に

一

4
0
円

だ

っ

た

。

一

一

倉

敷

市

、

茶

屋

町

小

・

一

一

を
S
R
C造
8
階
建
て
延
べ
1
一

一

計

画

に

よ

る

と

、

複

合

施

設

一

一
幼
稚
園
複
合
施
設
設
計

一

一

万
8
0
0
0平
方
針
で
試
算
。
一

一は
R
C
一部
S
造
2
階
建
て
延
一

山
口
県
防
府
市
の
「
防
府
市
一広
場
3
0
0
0平
方
針
）
へ
の
一化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、
文
化
課
を
一
建
築
工
事
制
億
5
0
0
0
万
一
岡
山
県
倉
敷
市
は
、
日
月
出

一ベ
1
3
6
3平
方
針
程
度
を
想
一
昨

一
庁
舎
建
設
基
本
構
想
・
基
本
計
一
移
転
新
築
を
決
め
た
。

一新
庁
舎
に
集
約
す
る
。
事
業
手
一
円
、
電
気
設
備
日
億
5
0
0
0
一日
に
一
般
競
争
入
札
を
開
札
し
一定。

1
階
に
幼
稚
園
、

2
階
に
一
守

一
画
検
討
委
員
会
」
が
日
月
初
日
一
基
本
構
想
・
基
本
計
画
案
に
一法
は
、
必
要
最
小
限
の
用
地
を
一
万
円
、
機
械
設
備
日
億
円
、
受
変
一た
「
茶
屋
町
小
学
校
・
茶
屋
町
一屋
内
運
動
場
配
置
す
る
計
画
。

τ

一
に
開
か
れ
、
基
本
構
想
・
基
本
一
よ
る
と
、
新
庁
舎
の
規
模
は
人
一取
得
し
、
新
庁
舎
ハ
8
階
建
て
て
一
電
設
備
1
億
2
0
0
0
万
円
、

一東
幼
稚
園
複
合
施
設
新
築
基
本
一業
務
内
容
は
複
合
施
設
の
基
本
一
－

一
計
画
（
案
）
を
承
認
し
た
。
案
一口
規
模
、
職
員
数
な
ど
か
ら
延
一
立
体
駐
車
場
（
6
段
約
6
0
0
一
自
家
発
電
設
備
2
億
2
0
0
0
7
実
施
設
計
業
務
」
の
落
札
者
一設
計
、
実
施
設
計
一
式
。
建
設

τ

一
で
は
、
必
要
最
小
限
の
建
設
用
一ベ
1
万
8
0
0
0平
方
針
と
想
一0
平
方
M
、
2
4
0台
）
、
平
一
万
円
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
1
一を
K
構
造
研
究
所
・
ナ
ウ
建
築
一場
所
は
茶
屋
町
早
沖
4
4
2
ほ
一

一
地
を
取
得
し
庁
舎
を
整
備
す
る
一定
。
現
在
、
本
庁
舎
外
に
あ
る
一面
駐
車
場
（
1
8
8
0平
方
M
、
一
億
円
な
ど
計
出
億
円
と
想
定
。

一設
計
J
v
に
決
定
し
た
。
落
札
額
一か
。
履
行
期
間
は
日
年
ロ
月
日
＝

一
こ
と
を
基
本
と
し
、

P
F
Iな
一部
署
の
う
ち
生
涯
学
習
課
、
文
一
ω台
）
を
整
備
す
る
案
を
基
本
一
既
設
解
体
5
億
円
、
設
計
・
監
一
は
2
6
3
3万
9
0
0
0円。

一日
ま
で
。

一」

一
ど
民
間
活
力
導
入
の
可
能
性
も
一m
m
m
MM
M
M
M
M
M
M
M
M
M川
川
川
m
m
m
m
m
m
m
m
mM
M
M川
川
目
川
川
M
M
M
M目
目
目
目
目
川
目
目
目
t
m目
目
目
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1l
ι

一
模
索
し
て
い
く
と
し
た
。
庁
舎
一

既
設
の
り
面
構
造
物
の
補
修
国
統
括
支
店
長
は
「
よ
り
地
域

h
・
・
・

後
も
石
肩
上
が
り
の
成
長
を
遂
老
朽
化
し
た
既
設
吹
き
付
け
モ
一

一
規
模
は
延
べ
1
万
8
0
0
0平
・
補
強
技
術
で
あ
る
「
の
リ
フ
に
密
着
し
た
協
会
活
動
を
行
う
晶
画
・
曹
？
－
』
－
－
E
圃

げ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
皆
さ
ル
タ
ル
を
取
り
壊
す
こ
と
な
了

一
方
針
を
想
定
、
概
算
事
業
費
は
レ
ッ
シ
ュ
工
法
」
を
地
域
社
会
た
め
、
西
日
本
・
の
リ
フ
レ
ッ
輔

A

W

い
嗣

刊
は
ま
と
と
も
に
市
場
を
拡
大
し
普
く
、
既
設
の
り
面
を
補
修
・
補
一，

l
一
1
0
8億
6
0
0
0
万
円
（
庁
と
連
携
し
な
が
ら
普
及
・
発
展
シ
ユ
工
法
協
会
か
ら
分
離
独
立
，
一
争

地

麟

骨

幽

及
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
強
す
る
こ
と
で
安
定
さ
せ
る
技
一F

司
一
舎
施
設
建
設
費
問
億
円
）
と
試
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
技
術
し
、
新
た
に
設
立
し
た
。
工
法

a
a
R間
接
当
・
・
・

E
を

示

し

た

。

術

で

、

安

全

性

を

高

め

る

と

と

一一

信
一
算
し
た
。
口
年
1
月
か
ら
パ
ブ
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
の
技
術
の
向
上
と
普
及
、
促
進

a・
・
・

総
会
で
は
、
会
則
を
承
認
し
も
に
、
モ
ル
タ
ル
殻
を
発
生
さ
一

一リ
ッ

ク

コ

メ

ン

ト

を

実

施

し

、

的

と

し

た

「

中

国

・

の

リ

フ

レ

せ

な

い

環

境

に

も

優

し

い

工

士

二一

本
年
度
内
換
言
す
る
。
策
ッ
シ
ュ
工
法
協
会
」
が
発
足
し

中

国

・

の

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

工

法

協

会

が

発

足

法
。
作
業
は
、
既
設
モ
ル
タ
ル

τ

釘
一

定

支

援

業

務

は

日

本

設

計

が

担

た

。

日

月

初

日

、

広

島

市

中

区

面

を

補

強

す

る

「

増

厚

工

」

、

一－

J
dド
補

地

は

、

相

当

程

度

訪

れ

れ

れ

勺

臨

時

M
r時
貯

誠

一

一

制

初

代

会

長

に

金

村

大

政

一

建

設

工

業

社

長

時

計

計

指

q
m
M
一一

－L
－
－
の
市
有
地
が
あ
る
こ
と
、
将
来
会
長
に
金
村
賢
二
大
政
建
設
工
術
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
を
会
長
に
就
任
し
た
金
村
社
長
た
後
、
理
事
日
人
、
監
事
2
人
充
填
（
て
ん
）
工
」
、
風
化
地
で

諜
一
に
わ
た
り
市
の
都
市
核
と
な
り
業
社
長
、
副
会
長
に
森
山
和
則
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た

H
写
真
ー
は
「
既
設
構
造
物
の
を
選
出
。
そ
の
後
、
日
年
度
事
盤
を
改
良
す
る
「
地
盤
注
入
工
」
？

；
一
得
る
場
所
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
美
保
テ
ク
ノ
ス
常
務
を
選
出
し
い
」
と
協
会
の
趣
旨
を
説
明
し
、
補
修
・
補
強
事
業
は
、
今
後
、
業
計
画
な
ど
を
決
め
た
。
事
務
で
構
成
す
る
が
、
劣
化
、
空
洞
、

τ

一
条
件
に
抽
出
。
最
終
的
に
駅
北
た
。
「
一
致
協
力
し
て
協
会
活
動
を
着
実
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
局
は
ラ
イ
ト
工
業
中
国
統
括
支
風
化
の
程
度
に
応
じ
、
五
つ
の
一

乙
一
公
有
地
エ
リ
ア
（
敷
地
約
7
2
・

総
会
に
先
立
ち
あ
い
さ
つ
に
推
進
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
る
。
こ
の
工
法
は
、
既
に
相
当
店
内
（
広
島
市
中
区
）
に
置
く
。
施
工
タ
イ
プ
を
設
け
て
い
る
。

一

三一

0
0平
方
M
、
ほ
か
に
多
目
的
一立
っ
た
東
平
和
ラ
イ
ト
工
業
中
て
い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。
数
の
実
績
を
有
し
て
お
り
、
今
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
は
、

一
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司
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司
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司
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見
込
み
、
民
活
導
入
の
場
合
は
事
一盤
整
備
の
計
画
策
定
や
用
地
取
得
一活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
設
立
の
一
「
1
1
H
l

業
者
の
提
案
に
よ
る
た
め
明
記
し
一な
ど
の
権
利
調
整
に
5
年
程
度
を
一趣
旨
や
目
的
を
述
べ
、
会
員
に
対
一一一

て
い
な
い
。

一見
込
み
、

2
0
2
2年
度
か
り
の
一し
て
協
力
を
求
め
た
。

一一一

事
業
手
法
は
、

D
B
（
デ
ザ
イ
一基
本
・
実
施
設
計
着
手
、
斜
年
度
一

総
会
で
は
、
協
会
会
則
（
案
）
や
一一一

ン
ビ
ル
ド
）
、

E
C
I
（
ア
｜
リ
一の
着
工
、
幻
年
度
の
新
庁
舎
供
用
一2
0
1
6年
度
事
業
計
画
（
案
）
二
一
一

ー
・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
・
イ
ン
ボ
一開
始
を
予
定
、
公
有
地
の
み
の
場
一予
算
（
案
）
な
ど
を
満
場

一
致
で
一

「

1
i
i

ル
ブ
メ
ン
ト
）
、

C
M
（
コ
ン
ス
一合
は
汀
年
度
か
ら
基
盤
整
備
な
ど
一承
認
し
た
。

丁
l
l
11
11

セ
ス
性
と
集
ま
り
ゃ
す
さ
の
向
一ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ニ
を
進
め
、
同
年
度
の
基
本
・
実
施
一

役
員
の
選
任
に
関
し
て
は
、
日
一

上
、
市
民
が
憩
え
る
空
間
整
備
、

一の
ほ
か
、
設
計
と
施
工
を
分
離
し
一設
計
着
手
、
初
年
度
の
着
工
、

n
一人
の
理
事
、

2
人
を
監
事
を
承
認
一

闇
鵬
調
岨

環
境
、
景
観
へ
の
配
慮
、
地
域
性
－た
場
合
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
や
コ
ン

一年
度
の
新
庁
舎
供
用
開
始
を
見
込
一し
た
上
で
、
緊
急
の
理
事
会
を
開
一

圃
四

ー田

検
討
委
員
会
に
提
示
し
た
。
前
回
一
・
歴
史
性
の
継
承
、

集
約
型
都
市
一べ
な
ど
の
方
式
を
例
示
し
、
多
く
一ん
で
い
る
。

一き
、
会
長
に
金
村
賢
二
大
政
建
設
一

目
盟
国
国

一…l
H
3

h

の
委
員
会
で
示
さ
れ
た
骨
子
案
に
一の
形
成
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
盛
一の
選
択
肢
の
中
か
ら
地
元
経
済
ヘ

一

さ
ら
に
、
今
後
の
検
討
課
題
と

一工
業
社
長
、
副
会
長
に
森
山
和
則
一

岨
描
掛
曲
聞
咽

盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
想
定
規
模
一り
込
ん
で
い
る
。

一の
影
響
な
ど
も
加
昧
し
な
が
ら
検
一し
て
、
事
業
手
法
や
面
的
整
備
の
一美
保
テ
ク
ノ
ス
常
務
を
選
任
し
一

aヨ
Z

を
ベ
ー
ス
と
し
た
概
算
事
業
費
や
一
想
定
規
模
は
、
こ
れ
ま
で
に
示
－討
す
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。

一検
討
、
用
地
取
得
の
際
の
他
の
公
一た。

一

』
，
脳
，
P

事
業
手
法
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
一さ
れ
て
い
た
延
べ
約
1
万
8
0
0
一

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
一共
機
関
と
の
連
携
、
財
政
負
担
の
一

初
代
会
長
に
決
ま
っ
た
金
村
氏
一

ベノ
繍
噸
凶
－
一一
「

て

い

る

ほ

か

、

候

補

地

を

駅

北

公

一0
平
方
M
を
基
本
と
し
、
効
率
的
一は
、
用
地
取
得
や
民
活
導
入
な
ど
一低
減
、
現
庁
舎
と
そ
の
敷
地
利
用
一は
「
既
設
構
造
物
の
補
修
、
補
強
一

高
知
県
香
古

副
d
a列

ι

有
地
エ
リ
ア
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
一な
空
間
活
用
を
工
夫
す
る
こ
と
を
一の
手
法
を
導
入
し
た
場
合
は
、
基
一を
挙
げ
て
い
る
。

一に
関
し
て
は
確
実
に
増
加
す
る
と
一4
施
設
E
S円

’f二

え
、
移
転
新
築
を
前
提
と
す
る
事
一前
提
に
増
加
さ
せ
な
い
と
し
て
い
一

I
l
l
1
11
111－
－
－
－
－
I
l
l
i－
－
川
川
リ

1
4考
え
て
い
る
。
そ
の
一
翼
を
担
う
一
・
サ
ー
ビ
ス

｜

」
川

業
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

一る
。
構
造
は
S
R
C造
8
階
建
て
一

E

i

，

．

，

ー

！

突

く
開
発
さ
れ
た
本
工
法
は
多
く
一業
の
公
募
翠

M
M

構
想
－
計
画
（
ぎ
で
は
、

一
（
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